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本書の内容 

「保険」は経済社会の発展に伴い様々な変遷を経て現在に至るが、生命保険、損害保険及び定

期保険又は第三分野保険のいずれもが、税務実務上において、法人税法、所得税法、相続税法

と税目横断的に深い関わりを有している。また、それらの税務処理を巡っては近年に限らず訴訟

に発展する事案が多く見受けられ、その判決がその後の保険をめぐる税務実務上の取扱いに影

響を及ぼすケースが散見される。本書は、そうした税務実務に深く関わる「保険税務」を理解する

ために有益な裁判例・裁決例を厳選して収録し、実際の裁判・裁決等において示された当事者の

主張や裁判所・審判所の判断を通して保険税務を法律的な視点及び実務的な視点の両面から解

説している。 

 

特色 

●「第 1編 生命保険編」、「第 2編 損害保険編」、「第 3編 保険法編」にて構成。 

第 1 編及び第 2 編においては、それぞれの保険の仕組みや性質、用語等の基礎的知識を整

理したうえで課税上の取扱いを解説のうえ主要な裁判例を収録。第 3 編においては、相続に関

するものを主として「保険法」に関する裁判例を収録。 

●「年金二重課税事件」、「ファイナイト事件」をはじめとする重要裁判例等 146 本を厳選して収録。 

● 各裁判例等の解説にあたっては、論点を理解しやすいよう〔事案の概要〕、〔争点〕、〔判決の

要旨〕の構成とし、当事者の主張・立証及び裁判例等の判断を整理して詳解。それぞれの裁判

例等から学ぶべき実務上の留意点についてコメントを付記。 

● 各章の脚注解説においては、本文解説及び収録裁判例等の深い理解に有益な参考文献、論

文等を数多く紹介。 

●「事例名称」「裁判所名」、「判決（決定）年月日」、「出典」を一覧表形式に整理した「裁判例・裁

決例目次」を書籍冒頭に掲載。また、巻末には判決日の順に整理した「裁判例・裁決例索引」を

収録。確認したい裁判例等を用途に応じて即時に検索可能。 

● 保険税務や租税争訟に携わる職業会計人、弁護士、保険会社勤務の方々及び大学院や大

学において租税法を学ぶ学生まで幅広く活用可能な必携書。 

 



主要目次 

《第 1編 生命保険編》 

 

第 1章 生命保険の基礎理解 

はじめに 

1 生命保険とは 

2 法人税基本通達等の一部改正 

Ⅰ 関係法規 

1 保険法 

2 保険業法 

(1) 第一分野、第二分野、第三分野 

(2) 生命保険募集人の登録 

(3) 情報提供義務 

(4) 生命保険募集人の権限の明示 

(5) 意向把握義務 

(6) 生命保険募集人の体制整備義務 

(7) 保険契約の締結等に関する禁止行為 

3 その他の関係法規 

(1) 消費者契約法 

(2) 金融商品の販売等に関する法律(金融商品販売法) 

(3) 金融商品取引法 

(4) 個人情報の保護に関する法律(個人情報保護法) 

(5) 犯罪による収益の移転防止に関する法律(犯罪収益移転防止法) 

Ⅱ 生命保険契約の性質 

1 有償契約性 

2 双務契約性 

3 諾成契約性 

4 不要式契約性 

5 射倖契約性 

6 善意契約性 

7 付合契約性 

Ⅲ 保険約款 

1 保険約款の意義 

2 保険約款と片面的強行規定等 

3 生命保険契約の主要な構成要素 

(1) 生命保険契約の当事者 



(2) 保険事故、給付事由 

(3) 保険期間 

(4) 保険金額 

(5) 保険料 

4 その他の基本用語 

(1) 解約 

(2) 解約返戻金 

(3) 契約日 

(4) 契約応当日 

(5) 契約者貸付け 

(6) 契約年齢 

(7) 保険年齢 

(8) 減額 

(9) 更新 

(10) 告知義務 

(11) 告知・診査 

(12) 自動振替貸付け 

(13) 責任開始日 

(14) 責任準備金 

(15) 成立(承諾) 

(16) 第 1回保険料充当金 

(17) 払込期月 

(18) 払込方法 

(19) 払済み 

(20) 保険種類の変更(コンバージョン) 

(21) 保険証券 

(22) 保険年度 

(23) 配当金 

(24) 失効・復活 

(25) 復活 

(26) 復旧 

(27) 申込日 

(28) 猶予期間 

Ⅳ 生命保険の種類 

1 生命保険の基本形 

(1) 死亡保険 



(2) 生存保険 

(3) 生死混合保険 

2 主な保険種類 

(1) 主契約 

(2) 特約 

3 契約形態による分類 

(1) 個人保険 

(2) 事業保険 

4 生命保険契約の理解 

(1) 事業保険の理解 

(2) 法人税基本通達と保険種類 

Ⅴ 事業保険の税務 

1 定期保険・第三分野保険 

(1) 令和元年 7月 8日以後の契約 

(2) 上記の日前の契約 

2 その他の生命保険 

(1) 養老保険 

(2) 終身保険 

Ⅵ 生命保険実務と裁判例 

1 名古屋地裁昭和 58年 9月 26日判決(裁判例 111参照) 

(1) 事案の概要 

(2) 実務上の留意点 

2 最高裁昭和 40年 2月 2日第三小法廷判決(裁判例 125参照) 

(1) 事案の概要 

(2) 実務上の留意点 

3 最高裁平成 16年 10月 29日第二小法廷決定(裁判例 131参照) 

(1) 事案の概要 

(2) 実務上の留意点 

4 広島高裁平成 10年 12月 14日判決(裁判例 142参照) 

(1) 事案の概要 

(2) 実務上の留意点 

5 最高裁平成 18年 4月 11日第三小法廷判決(裁判例 139参照) 

(1) 事案の概要 

(2) 実務上の留意点 

 

第 2章 法人税法 



Ⅰ 生命保険に係る法人税法上の取扱い 

1 養老保険に係る法人側の取扱い 

(1) はじめに 

(2) 保険料支払時の取扱い 

(3) 配当金受領時の取扱い 

(4) 満期返戻金の取扱い 

(5) 死亡保険金の取扱い 

(6) 解約返戻金受取時の取扱い 

(7) 特約給付金の取扱い 

2 定期保険及び第三分野保険に係る法人税法上の取扱い 

3 相当多額の前払部分の保険料が含まれる場合 

(1) 逓増定期保険・長期平準定期保険 

(2) 第三分野の保険 

4 新設された法人税基本通達 9-3-5の 2の内容 

(1) 新通達の対象となる定期保険及び第三分野保険 

(2) 保険料の資産計上期間、資産計上額及び取崩期間等 

(3) その他の留意事項 

5 定期付養老保険に係る法人税法上の取扱い 

6 終身保険に係る法人税法上の取扱い 

(1) 保険料支払時の処理 

(2) 特約部分の保険料の支払時の処理や契約者配当金の処理 

(3) 被保険者死亡時の処理 

(4) 解約時の処理 

Ⅱ 法人税に関する裁判例 

 

第 3章 相続税法 

Ⅰ 生命保険に係る相続税法上の取扱い 

1 死亡保険金に関する取扱い 

(1) 概観 

(2) 死亡保険金等の金額 

(3) 契約者貸付金、自動振替貸付金及び未払保険料がある場合 

2 死亡退職金 

3 生命保険契約・定額給付契約に関する権利 

(1) 生命保険契約に関する権利 

(2) 定額給付契約に関する権利 

(3) 生命保険契約又は定期金給付契約に関する権利の評価 



Ⅱ 相続税・贈与税に関する裁判例 

 

第 4章 所得税法 

Ⅰ 生命保険に係る所得税法上の取扱い 

1 個人契約の生命保険に係る満期保険金の課税関係 

2 名義変更による退職金支給 

3 生命保険料控除制度 

(1) 生命保険料控除の概要 

(2) 生命保険料控除額の金額 

(3) 生命保険料控除額 

(4) 生命保険料控除を受けるための手続 

4 支払調書 

Ⅱ 所得税に関する裁判例 

 

《第 2編 損害保険編》 

 

第 5章 損害保険の基礎理解 

はじめに 

1 損害保険とは 

2 生命保険領域における税務上の取扱いとの対比 

Ⅰ 関係法規 

1 保険法 

2 保険業法 

3 その他の関係法規 

(1) 損害保険料率算出団体に関する法律 

(2) 自動車損害賠償保障法 

(3) 地震保険に関する法律 

Ⅱ 損害保険契約の性質 

Ⅲ 保険約款 

1 保険約款の意義 

2 保険約款と片面的強行規定等 

3 損害保険契約の主要な構成要素 

(1) 損害保険契約の当事者 

(2) 保険事故 

(3) 保険期間 

(4) 保険価額・保険金額 



(5) 保険料 

4 その他の基本用語や取扱い 

(1) 告知義務 

(2) 遡及保険 

(3) 通知義務 

(4) 免責事由 

(5) てん補損害額・約定保険価額・評価済保険 

(6) 新価保険 

(7) 重複保険 

(8) 履行期・時効 

(9) 残存物代位・請求権代位 

(10) 解除 

Ⅳ 損害保険の種類 

1 企業向け損害保険 

(1) 企業向け損害保険の種類 

(2) 企業向け損害保険の役割 

2 個人向け損害保険 

(1) 個人向け損害保険の種類 

(2) 個人向け損害保険の役割 

3 物保険と人保険(傷害疾病保険) 

 

第 6章 法人税法 

Ⅰ 損害保険に係る法人税法上の取扱い(総論) 

Ⅱ 損害保険に係る法人税法上の取扱い(各論) 

1 自動車保険 

(1) 内容 

(2) 税務上の取扱い 

2 火災保険 

(1) 内容 

(2) 税務上の取扱い 

3 賠償責任保険(総論) 

(1) 内容 

(2) 税務上の取扱い 

4 会社役員賠償責任保険(D&O保険) 

(1) 内容 

(2) 税務上の取扱い 



5 その他の保険 

(1) 海上保険 

(2) 利益保険 

(3) 再保険 

 

Ⅲ 法人税に関する裁判例 

・Check! 車両の盗難損失と保険金収入の計上時期─同時両建説的思考─ 

・Check! 同時両建説・異時間両建説・損失確定説 

 

第 7章 所得税法 

Ⅰ 損害保険に係る所得税法上の取扱い(総論) 

1 所得税法 9条 1項 16号 

2 所得税法 9条 1項 17号 

3 一時所得として課税される場合 

Ⅱ 損害保険に係る所得税法上の取扱い(各論) 

1 自動車保険・火災保険 

(1) 内容 

(2) 税務上の取扱い 

・Check! 資産損失 

・Check! 「焼け太り」と課税 

2 ゴルフ保険 

Ⅲ 所得控除と損害保険 

1 雑損控除 

2 医療費控除 

3 地震保険料控除 

(1) 地震保険 

(2) 地震保険料控除 

Ⅳ 所得税に関する裁判例 

 

《第 3編 保険法編》 

 

第 8章 保険法に関する主要裁判例 

はじめに 

Ⅰ 保険金受取人に関する裁判例 

Ⅱ 損益相殺と保険に関する裁判例 

Ⅲ 保険契約の終了に関する裁判例 



Ⅳ 相続と保険に関する裁判例 

1 遺産の範囲と保険に関する裁判例 

2 特別受益と保険に関する裁判例 

3 遺留分侵害額請求権と保険に関する裁判例 

Ⅴ 団体定期保険に関する裁判例 

Ⅵ 税理士職業賠償責任保険に関する裁判例 

Ⅶ 保険金請求権と差押え 

○ 事項索引 

〇 裁判例・裁決例索引 


